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芥川龍之介 



まえ じ まりんえ もん 

一 前 島 林 右衛門 

いたくら しゅ リ やや 

板 倉 修理 は、 病後の 疲労が 稍 恢復す ると 同時に、 は 

げしい 神経衰弱に 襲われた。 I 

肩が はる。 頭痛が する。 日頃 好んで する 書見に さえ、 

ろうか かちゅう 

身が はいらない。 廊下 を 通る 人の 足音と か、 家中の 者 

の 話 声と かが 聞え ただけ で、 すぐ 注意が 擾 されて しま 

こう ごく ささい 

う。 それが だんだん 嵩 じて 来る と、 今度 は 極 些細な 剌 

戟か らも、 絶えず 神経 を虐 まれる ような 姿に なった。 

たばこぼん まき え きんから くさ は 

第一、 莨 盆 の 蒔絵な どが、 黒地に 金の 唐草 を 這わせ 

つる 

ている と、 その 細い 蔓ゃ 葉が どうも 気になって 仕方が 



彼 は、 飽くまで も、 臣節 を尽 そうとした。 が、 苦諫 

の 効がない 事 は、 既に 苦い経験 を 嘗めて いる。 そこで、 

彼 は、 今まで 胸中に 秘 していた、 最後の 手段に 訴える 

覚悟 をした。 最後の 手段と 云う の は、 ほかで もない。 

修理 を 押込め 隠居に して、 板 倉 一族の 中から 養子 をむ 

かえようと 云う ので ある。 

何よりも まず、 「家」 である。 (林 右衛門 はこう 思つ 

た。) 当主 は 「家」 の 前に、 犠牲に しなければ ならない。 

ことに、 板 倉 本家 は、 乃 祖板倉 四 郎左衛 門 勝 重 以来、 

いまだ かって かきん 

未嘗、 瑕瑾を 受けた 事の ない 名家で ある。 二 代 又 左 

しげむ ね しょし だ、 ：■ れ、. ^し 

衛 門重宗 が、 父の 跡 をう けて、 所 司 代と して 令聞が あ つ 



縛り首に しろと 云う 命が 出た 事 は、 直に 腹心の 

きんじゅ 

近習から、 林 右衛門に 伝えられた。 

「よい わ。 この 上 は、 林 右衛門 も 意地ず くじ や。 手 を 

こまぬ 

拱 いて 縛り首もう たれまい ご 

彼 は 昂然と して、 こう 云った。 そうして、 今まで 彼 

にっき まとって いた 得体の知れない 不安が、 この 沙汰 

を 聞く と 同時に、 跡 方な く 消えて しまう の を 意識した _ 

今の 彼の 心に ある もの は、 嗲理 に対する あからさまな 



憎しみで ある。 もう 修理 は、 彼に とって、 主人で はな 

い。 その 修理 を 憎む のに、 何の 憚る 所があろう。 I 

I 彼の 心の 明るくな つたの は、 無意識ながら、 全く 彼 

がこう 云う 論理 を、 刹那の 間に 認めた からで ある。 

そこで、 彼 は、 妻子 家来 を 引き 具して、 白昼、 修理 

の さほう 

の 屋敷 を 立ち退いた。 作法 通り、 立ち退き 先の 所書き 

は、 座敷の 壁に 貼って ある。 槍 も、 林 右衛門 自ら、 

こわき にな たす 

小腋 にして、 先に 立った。 武具 を 担ったり、 足弱 を扶 

そう リ に 人す 

けたり している 若党 草履 取 を 加えても、 一行の 人数 は、 

漸く 十 人に すぎない。 それが、 とり 乱した 気色 もな く、 

つれ 立って、 門 を 出た。 



ぎ やくじょう 

のよう な 心 もちで、 修理の 逆 上 をいた わった。 修理 

もまた、 彼に だけ は、 比較的 従順に 振舞った らしい。 

そこで、 主従の 関係 は、 林 右衛門の いた 時から 見る と、 

なめらか 

1 に 滑 にな つ て 来た。 

ほっさ 

宇 左衛門 は、 修理の 発作が、 夏が 来る と共に、 漸く 

怠り 出した の を 喜んだ。 彼 も 万 一 修理が 殿中で 無礼 

を 働き はしない かと 云う 事 を、 惧れ ない 訳で はない。 

が、 林 右衛門 は、 それ を 「家」 に 関る 大事と して、 惧 

しゅう 

れた。 併し、 彼 は、 それ を 「主」 に 関る 大事と して 惧 

れ たので ある。 

のぼ 

勿論、 「家」 と 云う 事 も、 彼の 念頭に は 上って いた。 



でさす がの 佐 渡 守 も、 あまりの 事に 呆れ返って、 御用 

繁多 を 幸に、 早速 その 場 を 外して しまった。 —— 

「よい かご ここまで 話して 来て、 佐 渡 守 は、 今更の よ 

うに、 苦い 顔 をした。 

—— 第一 に、 林 右衛門の 立ち退いた 趣 を、 一 門 衆へ 

通達 しないの は、 宇左衛 門の 罪で ある。 第二に、 まだ 

逆上の 気味の ある 修理 を、 登城 させた の も、 やはり 彼 

の責を 免れない。 佐 渡 守だった から、 いいが、 もし 今 

日の ような 雑言 を、 列座の 大名 衆に でも 云った とした 

たち ま かいえき 

ら、 板 倉 家 七 千 石 は、 忽ち、 改易に なって しまう。 I 



「そこで じ や。 今後 は 必ずと も、 他出 無用に 致す よう 

に、 別して、 出仕 登城の 儀 は、 その 方より、 堅く さし 

止む るが よい ご 

佐 渡 守 は、 こう 云って、 じろ りと 宇 左 衛門を 見た。 

「唯 だ 主 につれ て、 その 方まで 逆上し そうな のが、 心 

配 じ や。 よい か。 きっと 申しつ けた ぞご 

宇 左 衛門は 眉 を ひそめながら、 思 切 つ た 声で 答えた。 

「よろし ゆう ござ リ まする、 しかと 向後 は 慎む で ござ 

いまし ようご 

あやまち 

「おお、 二度と 過 をせ ぬのが、 何より じ や ご 

±a 渡 守 は、 吐き出す ように、 こう 云った。 



「その 儀 は、 宇左衛 門、 一 命に かけて、 承知 仕り まし 

た ご 

彼 は、 眼に 涙 をた めながら 懇願す るよう に、 佐 渡 守 

を 見た。 が、 その 眼の 中には、 哀憐 を 請う 情と 共に、 

犯し難い 決心の 色が、 浮んで いる。 - I 必ず 修理の 他 

出 を、 禁ずる 事が 出来る と 云う 決心で はない。 禁ずる 

事が 出来なかったら、 どうす ると 云う、 決心で ある。 

佐 渡 守 は、 これ を 見る と、 また 顔をしかめながら、 

面倒臭 そうに、 横 を 向いた。 



いる。 「家」 のために、 ただ、 「家」 と 云う 名のた めに、 

どうして、 現在の 「主」 を 無理に 隠居な ど させられよ 

はまゆみ 

う。 自分の 眼から 見れば、 今の 修理 も、 破魔弓 こそ 持 

たない ものの、 幼少の 修理と 変り がない。 自分が 絵 解 

きをした 絵本、 自分が 手 をと つて 習わせた 難 波津の 歌、 

いかの ぼリ 

それから、 自分が 尾 をつ けた 紙鳶 —— そう 云う 物 も、 

まざまざと、 自分の 記憶に 残って いる。 …… 

そうかと 云って、 「主」 を そのまま にして 置けば、 

きょ ラじ 

独り 「家」 が 亡びる だけで はない。 「主」 自身に も 凶事 

が 起り そうで ある。 利害の 打算から 云えば、 林 右衛門 

のとった 策 は、 唯 J の、 そうして また、 最も 賢明な も 



事 は 出来ぬ。 されば、」 修理 はじつ と 宇左衛 門の 顔 を 

見ながら、 一句 一句、 重み を i 里る ように、 「その 前に、 

今一度 出仕して、 西 丸の 大御所 様 (吉宗 ) へ、 御 目 通 

とじよ ラ 

りが したい。 どうじ や。 十五 日に、 登城 させて はくれ 

まい かご 

宇 左衛門 は、 黙って、 眉 を ひそめた。 

「それ も、 たった 一 度 じ や ご 

「恐れながら、 その 儀ば かり は ご 

「いかぬ かご 

二人 は、 顔 を 見合せ ながら、 黙った。 しんとした 部 

屋の 中には、 油 を 吸う 燈 心の 音より ほかに、 聞え る も 



彼 は、 家老の 前へ 両手 をつ いて、 涙 を 落しながら、 

額 を 畳へ つけよう とした。 宇 左衛門 は、 感動した。 

「御手 をお あげ 下さい まし。 御手 をお あげ 下さい まし- 

勿体のう ございま すご 

彼 は、 修理の 手 をと つて、 無理に 畳から 離させた。 

そうして 泣いた。 すると、 泣く に 従って、 彼の 心に は 

次第に ある 安心が、 溢れる ともなく、 溢れて 来る。 I 

なか ことば 

I 彼 は 涙の 中に、 佐 渡 守の 前で 云い 切った 語 を、 再び 

ありあり と 思い 浮べた。 

「よろし ゆう ございま する。 佐 渡 守 様が 何とお つ しゃ 

りましょう とも、 万一 の 場合に は、 宇 左 衛門皺 腹 を 



そこへ つけこんで、 たたみかけ、 たたみかけ、 發 太刀 

となく 浴せ かけた。 そうして、 越 中 守が よろめき なが 

しま たお わきざし 

ら、 とうとう、 四の 間の 縁に 仆れ てし まう と、 脇差 を 

そこへ 捨てた なり、 慌てて どこか 見え なくなつ てし 

まった。 

ところが、 伴 をして いた 黒木 閑 斎が、 不意の 大変に 

狼 1 して、 大広間の 方へ 逃げて 行った なり、 これ もど 

にんじょう 

こかへ 隠れて しまったので、 誰も この 刃傷 を 知る も 

のがない。 それ を、 暫くして から、 漸く 本間定 五郎と 

こじ ゆうにん ごばんしよ しもべ や 

云う 小 拾 人が、 御 番所から 下 部屋へ 来る 途中で 発見し 

た。 そこで、 すぐに 御徒 目 付へ 知らせる。 御徒 目 付か 



けらい すわ ちんじ 

名の 家来 は、 驚 破、 殿中に 椿事が あつたと 云う ので、 

立ち騒ぐ 事が 一通りで ない。 何度 目 付 衆が 出て、 制し 

て も、 すぐ また、 海 嘯の ように、 押し返して 来る。 そ 

こへ、 殿中の 混雑 もまた、 益々 甚 しくな り 出した。 こ 

れは御 目 付土屋 長太郎 が、 御徒 目 付、 火の番な ど を 召 

にんじょう 

し 連れて、 番所 番所から 勝手まで、 根気よ く 刃傷 の 相 

力 みし +P 

手 を 探して 歩いた が、 どうしても、 その 「上下 を 着た 

男」 を 見つける 事が 出来なかった からで ある。 

すると、 意外に も、 相手 は、 これらの 人々 の 眼に は 

たからい そうが ご ぼうず 

かからないで、 かえって 宝 井 宗賀と 云う 御坊 主の ため 

に、 発見され た。 —— 宗賀は 大胆な 男で、 これより 先、 



彼 は、 この 話が 出る と、 いつも 苦々 しげに、 こう 云つ 

た。 

ち ■ つと-つ 

「佐 渡 は、 修理に 刃傷され るよう な 覚え は、 毛頭ない。 

まして、 あの 乱心者の した 事 じ や。 大方、 何と 云う 事 

もな く、 肥 後 侯 を 斬った のであろう。 人 違な どと は、 

迷惑 至極な 臆測 じ や。 その 証拠に は、 大目 付の 前へ 出 

ほととぎす 

て も、 修理 は、 時鳥が どうやら 云うて いたそう ではな 

いか。 されば、 時鳥 じ やと 思って、 斬った のか も 知れ 

ぬ ご 

(大正 六 年 二月) 
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